
地
方
創
生
第
2
期
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

国
と
地
方
が
一
丸
と
な
っ
て
、
引
き
続
き
東
京
圏

一
極
集
中
の
是
正
と
活
力
あ
る
地
方
の
実
現
に
取
り

組
み
ま
す

2
0
1
5
年
に
開
始
さ
れ
た
地
方
創
生
の
取
り
組

み
が
、
今
年
度
第
1
期
と
な
る
5
年
間
が
経
過
し
ま

す
。
こ
の
間
も
日
本
の
人
口
は
減
り
続
け
、
東
京
圏

へ
の
人
口
の
流
入
は
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
国
は
、
地
方
で
の
活
力
あ
る
社
会
を
実
現
す
べ

く
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
次
年
度
以
降
も
「
地
方
創
生
第
2
期
」

と
し
て
、
地
方
へ
の
人
の
流
れ
の
強
化
、
若
い
世
代

の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
こ
と

な
ど
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、
課
題
解
決
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
本
市
に
お
い
て
も
、

結

城

市

ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご

と

創

生

総

合

戦

略

2
0
2
0
を
策
定
し
、
市
の
人
口
を
維
持
す
る
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
第
1
期
の
人
口
の
推
移
と
本
市
の
特

長
あ
る
取
り
組
み
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
考
え
て
い
き
ま
す
。

将
来
の
市
の
人
口
の

見
込
み
は
？

社
人
研
（
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
）
の
最
新
の
推
計
に
よ

る
と
、
本
市
の
人
口
は
2
0
4
0
年

に
4
1
，0
2
3
人
ま
で
減
少
す
る

と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
に
よ
っ
て
、
2
0
4
0
年
に

約
4
3
，0
0
0
人
を
目
指
そ
う
と

い
う
の
が
、
地
方
創
生
第
2
期
以
降

の
あ
ら
ま
し
で
す
。

解
説
…
自
然
動
態
に
つ
い
て
、
こ
こ

数
年
は
出
生
数
よ
り
死
亡
数
が
上

回
っ
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
値
を
増

や
し
つ
つ
、
当
分
の
間
続
い
て
い
く

こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
社
会
動
態
に
つ
い
て
は
、
転
入

増
と
な
っ
て
い
る
年
も
あ
り
、
人
口

が
横
ば
い
で
推
移
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
転
出
増
と
な
っ

て
い
る
年
は
、
自
然
減
と
あ
わ
せ
て

人
口
減
少
幅
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
（
2
0
1
8
年
な
ど
）

　今
後
、
減
少
幅
を
少
な
く
す
る
た

め
に
は
、
出
生
数
の
回
復
に
は
相
当

の
時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
転
出

す
る
人
を
と
ど
ま
ら
せ
る
、
転
入
す

る
人
を
呼
び
込
む
と
い
っ
た
施
策
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
地
方
創
生
事
業
の
中
で
も
、

本
市
独
自
の
特
長
的
な
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。

　「
移
住
は
仕
事
と
セ
ッ
ト
」
と
の
観
点

か
ら
、
仕
事
・
暮
ら
し
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
包
括
的
に
体
験
で
き
る
取
り
組
み

で
す
。

　市
内
の
農
事
組
合
法
人
宮
崎
協
業
や
、

カ
フ
ェ
・
ラ
・
フ
ァ
ミ
ー
ユ
に
お
い
て
、

今
年
度
ま

で
に
6
人

が
本
市
の

「
ま
ち
・

ひ
と
・
し

ご
と
」
を

体
験
し
ま

し
た
。

南
部
地
区
お
よ
び
北
西
部
地
区
の
区
画

整
理
事
業
に
よ
る
面
的
整
備
を
行
い
、
良

好
な
環
境
を
有
す
る
市
街
地
の
形
成
を
進

め
、
市
外
か
ら
の
転
入
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
結
城
第
一
工
業
団
地
は
新
た
に

14
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
造
成
が
令
和
2
年
5
月

に
完
了
す
る
予
定
で
、
市
の
工
業
振
興
と

新
た
な
雇
用
の
創
出
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

本
市
か
ら
人
口
が
流
出
す
る
理
由
の
一
つ

に
、
若
者
に
と
っ
て
働
き
た
い
職
場
が
な
い

と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
将
来
本

市
を
担
う
高
校
生
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
ス
キ
ル
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
受
講
し
、
将
来
地

元
で
の
就
職
・
起
業
を
考
え
る
機
会
を
作
り

ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
の
農
産
物
で
あ
る
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
を
使
っ
た
特
産
品
を
開
発
し
た
い
と
い

う
熱
意
か
ら
、

1
年
間
に
わ

た
り
研
究
・

開
発
を
重
ね

た
結
果
、「
と

う
む
ぎ
あ
い

す
」
の
製
品

化
が
な
さ
れ

ま
し
た
。（
本

製
品
は
、
今

年
度
か
ら
結

城
ブ
ラ
ン
ド

に
認
定
）

本
市
の
特
長
的
な

取
り
組
み

ト
ラ
イ
ア
ル
ワ
ー
ク
ス
テ
イ

土
地
区
画
整
理
事
業

工
業
団
地
の
造
成

I
T
人
材
育
成
事
業
の
実
施

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
使
っ
た
ア
イ
ス
の
開
発

結
城
市
は
2
0
1
9
年
の
最
新
デ
ー

タ
を
見
る
と
、
出
生
数
が
3
0
0
人
を

切
る
中
で
、
社
会
増
減
で
は
2
年
ぶ
り

に
増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢

化
、
人
口
減
と
い
う
重
い
課
題
に
対
し
、

結
城
市
は
長
期
的
な
生
き
残
り
を
図
る

地
域
の
仕
事
や
暮
ら
し
を
再
定
義
す
べ

く
、
そ
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
は
市
役
所
や
専
門
家
が
取
り
組
む

だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
識

や
ビ
ジ
ョ
ン
の
さ
ら
な
る
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
が
必
要
な
段
階
で
も
あ
り
、
社

会
的
に
求
め
ら
れ
る
変
化
を
い
と
わ

ず
、
明
る
い
結
城
市
の
未
来
の
姿
を
意

識
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
各
所
に

期
待
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

まゆげった

まゆげった

まゆげった

まゆげった

まゆげった

本
市
の

地
方
創
生
に

関
す
る

主
な

取
り

組
み
と

人
口
推
移
に
つ
い
て

の
報
告

こ
こ
数
年
間
の
人
口
推
移
を

見
て
み
よ
う
！

市
民
の
皆
さ
ん
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ

ポ
イ
ン
ト
…
本
市
で
も
減
少
傾
向
が

う
か
が
え
る
っ
た
。
み
ん
な
〜
結
城

に
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
っ
た
！

食
う
寝
る
と

こ
ろ
に
住
む

と
こ
ろ
！

そ
し
て
仕
事

を
す
る
と
こ

ろ
っ
た
！

市

民

一

人

ひ

と

り
が 

地
方
創
生

の
主
役
っ
た
！

まゆげった まゆげった

移
住
・
定
住
促
進
事
業

居
住
環
境
の
整
備
推
進

新
た
な
産
業
拠
点
の
形
成

将
来
の
結
城
を
支
え
る

人
材
づ
く
り

市まち・ひと・しごと創生推進

会議　小笠原伸会長

（白鷗大学ビジネス開発研究所所長）

宮崎協業で現代の大規模農業を体験

良質な住宅地の整備（土地区画整理事業）工業団地の拡大

鬼怒商業高校の皆さん

　地元の高校生も地

方創生にチャレンジ

しています。

　とうむぎあいすを一

度ご賞味ください！

（鬼怒商業高校
　　担当教諭
　　　山口吉彦先生）

　仕事なくして移住なし！

　移住意識高めの若者が、本

市との関係を築いています。

（担当の商工会議所

　　　　　　　野口純一さん）

まゆげった

推計人口と将来展望人口の比較
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結城市の常住人口推移
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45 問 市企画政策課｜  34-0404


